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第 22 回 近畿・2016 年晩秋 

（その３：法明院、フェノロサの墓、桜井敬徳師の銅像） 

筆者：林 久治 （記載：2016 年 12 月３日） 

（１）前書き 
私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気

侭な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め
目線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既
に優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介を
記載することに心掛ける所存です。 

 本年の 1１月後半、私は大阪・北千里にある息子の自宅に２週間くらい滞在し

た。その間、11 月 13 日に、私は大津市の三井寺を参詣した。図１に、三井寺の公

式ＨＰ（１）のサイト/）にから借用した三井寺周辺地図（２）のサイト/m）を示す。

前々回は（前々回の記事/f）、現地踏破の体験を基にして「大津市の鉄道史」を書い

た。当日、私は最初に京阪石山坂本線・別所駅（図１の④）まで行き、弘文天皇陵、

新羅善神堂、および法名院を参詣した。前回（前回の記事/f）は弘文天皇陵、新羅善

神堂および新羅三郎の墓を参詣した紀行文を書いた。今回は、法明院、フェノロサ

の墓、桜井敬徳師の銅像を訪問した紀行文を書く。なお、引用文献の内容は緑文字

で、私の調査や意見は青文字で記載する。 

 

図１．三井寺周辺地図 

（２）のサイト/mより

借用。） 

①は「浜大津駅」、②

は「上栄町駅」、③は

「皇子山駅」、④は

「別所駅」である。 

①－②－三条京阪駅間

は、「京阪京津線」と

呼ばれている。石山寺

駅－①－④－③－坂本

駅間は、「京阪石山坂

本線」と呼ばれてい

る。「京阪京津線」と

「京阪石山坂本線」

は、「浜大津駅」の同

じホームで乗り換える

ことができる。 

① 

② 

③ 

④ 

http://www.japanprobe.com/2007/12/13/fearless-mouse/
http://www.shiga-miidera.or.jp/
http://www.shiga-miidera.or.jp/guide/map.htm
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-20.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-21.pdf
http://www.shiga-miidera.or.jp/guide/map.htm


 2 

 
図２．別所駅の周辺地図 ①別所駅、②道標、③弘文天皇陵、④新羅善神堂、⑤道

標、⑥階段、⑦道標、⑧新羅三郎の墓、⑨法明院、⑩フェノロサの墓と桜井敬徳師

の銅像。（図は４）のサイト/lより借用。 

 

（２）法明院 

私（林）は弘文天皇陵と新羅善神堂に参詣した後、法明院に参詣した。これらの

周辺の地図を図２に示す。なお、この一帯の写真は、３）のサイト/lが優れている。 

三井寺の公式ＨＰ（５）のサイト/m）に、法明院は次のように紹介されている。 

法明院は、山内唯一の律院として、享保八年（1723）に義瑞律師性慶によって開かれまし

た。 書院前面の緩傾斜地には、琵琶湖を見下ろすように池泉廻遊式の借景庭園が営まれ

ています。 その規模は山内の庭園の中では最大で、山中から発する清水を引いて造った

長方形の池を中心に、 芝庭が広がっています。 書院には、円山応挙や池大雅によって描

かれた障壁画があり、 また多数の文書・典籍類を収蔵しています。 法明院は明治の日本

美術の研究・収集家であるフェノロサやビロゲーの墓があることで有名です。 彼らはこ

の寺の風光を好んだばかりでなく、当時の住僧桜井敬徳律師について受戒しています。な

お、律院とは、①律宗の寺院、②戒律を厳守する寺院、である。 

 法明院の入口からは山中の林になっている。入口には,次ページの図３左で示すよ

うな立派な石碑があり、「園城寺北谷 法明院」と刻まれている。静かな林の中を

しばらく歩いて行くと、図３右で示すよう法明院の本殿があった。ここの紅葉は見

事らしいが、満開の季節には少し早かった。本殿の外観は、特徴のない普通の寺の

様子であった。新羅善神堂と同様に、本殿の付近には参詣者は私一人で、寺院を管

理する人も見当たらなかった。本殿には「法明院」と記載された表札だけで、本院

の説明文や周辺地図も掲示されていなかった。 

 そのために、私はどこにフェノロサの墓があるのか、さっぱり分らなかった。境

内をあちこち探していると、次ページの図３左で示すような門があった。門柱に

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

三井寺への道 

http://www.oumi-castle.net/takeda_yukari/yosimitu_haka.html
http://japan-geographic.tv/shiga/otsu-homyoin.html
http://www.shiga-miidera.or.jp/treasure/garden/03.htm
http://www.shiga-miidera.or.jp/treasure/picture/12.htm
http://www.shiga-miidera.or.jp/treasure/picture/13.htm
http://www.shiga-miidera.or.jp/about/109_01.htm
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「入園料 100 円也」と書かれた板が貼ってあった。私は「墓はこの中かも知れな

い」と思って、入園料を箱に入れずに門をくぐった。そこは広大な庭があったが、

余り手入れが行き届いていないようであった。広い庭を歩き回っても、墓らしいも

のは見当たらない。「仕方ないから帰ろうか」と思っていたところ、庭隅に図４右

に示すような朽ちかけた道標を発見した。「やれやれ、助かった」と思って、矢印

の方向の山道を登った。 

 

  
図３．法明院 左：入口の石碑、右：法明院の本殿。 
 

  
図４．法明院の庭園 左：庭園の入口、右：フェノロサの墓への道標。 
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図５．桜井敬徳師の銅像（上）とフェノロサの墓の全景（下） 

 
（３）桜井敬徳師の銅像とフェノロサの墓 
 図４右の道標から少し山手の山林はまばらな墓地になっていた。図５上の写真に

示すように、手前に銅像があり、その奥に立派な墓があった。私はこの銅像をネッ

トでよく見かけていたので、桜井敬徳師の銅像であることが分かった。奥の墓は、

図５下の写真示すように、フェノロサの墓であることが分かった。 
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図６．桜井敬徳師の銅像 

 桜井敬徳師の銅像の周辺には、案内板の類は全くないので、一般の方には誰の銅

像か分からないであろう。台座の４面には、碑文がびっしりと刻まれているが、文

字が風化していて読めない。６）のサイト/lによれば、桜井敬徳師（1834-1885）は尾

張の生まれで、十歳で出家し、1861 年に 9 代・法明院住職となる。1880 年、伝導灌頂を

受け阿闍利となる。1883 年、奈良・東大寺戒壇院で農商務省博物館長・町田久成に円頓菩

薩戒を授けた。1885 年、東京の町田宅(法明院とも)で、フェノロサ、ビゲロー、米海軍士

官・ウッズに菩薩戒を授けた。なお、阿闍利とは、正しく諸戒律を守り、弟子たちの規範

となり、法を教授する師匠や僧侶のことである。現代では一定期間の修行を経て「伝法灌

http://www.kyotofukoh.jp/report1038.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%92%E5%BE%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%AB%E5%BC%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%83%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%9D%E6%B3%95%E7%81%8C%E9%A0%82
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頂」を授かった、宗派の認定する資格を有する職業としての僧侶を意味する。又、「屋外

彫刻一覧」と言うサイト（７）のサイト/m）があり、そこには「169 番の 滋賀県 桜井敬

徳像 座像は 1897 年に、竹内久一が制作」との記載がある。 

 桜井敬徳師の銅像の奥に、図５下の写真示すようなフェノロサ（Ernest 

Francisco Fenollosa、1853.2.18-1908.9.21）の墓があった。そのアップ写真を図

７に示す。フェノロサは仏教に改宗したので、墓の本体は仏教様式である。戒名は

「玄智院明徹諦信居士」。墓の左には説明板があり、次のように記載されている。 

フェノロサの墓 

フェノロサはアメリカの哲学者、明治十一（1878）年に招かれて来日し、哲学などを講じ

たかたわら日本美術に関心を持ち、とくに日本の美術の真価をアメリカ、ヨーロッパに紹

介し、その啓発につとめた。岡倉天心とともにその振興に貢献し日本美術の恩人ともいわ

れている。博士は明治十八（1885）年に景勝をこよなく愛した法明院で会得受戒し、法名

を諦信という。帰国後ボストン美術館東洋部長としてその紹介につとめたが、明治四十一

（1908）年に死没。その遺言によってこの地に葬られた。同院には生前愛用した天体望遠

鏡、地球儀、テーブルなどが保存されている。また、隣りには博士の親友ハーバード大学

のビゲロ博士の墓もある。（青文字は、林の注釈） 

大津市 

 

図７．フェノロサの墓 

 ８）のサイト/Iで、この一帯の動画が視聴できます。図５下の写真示すように、墓

の右側には、英文の石碑がある。そこには、次のように刻まれている。 

THE STONE OBJECTS ARE DELICATED BY GASTON MIGEON FRANCE; LAURENCE BINYON 

GREAT BRITAIN; ARTHUR WESLEY DOW U.S.A.; CHARLES L. FREER U.S.A. 

また、図５下の写真示すように、墓の左側には銅板がありそこには次のように刻ま

れている。昭和弐年十月石玉垣改修（改修に賛同した数十名の氏名が記載） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%9D%E6%B3%95%E7%81%8C%E9%A0%82
http://www4.famille.ne.jp/%7Eokazaki/zenkokuchousa1.htm
https://www.youtube.com/watch?v=kz_2nN-bW1I
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（４）ビゲロー博士の墓とウッズ博士の供養塔 

 フェノロサの墓の奥に、図８の写真のような墓がある。これがビゲローの墓であ

う。６）のサイト/lによれば、現代の日本美術研究家で医学博士のウィリアム・スタージ

ス・ビゲロー（1850-1926）はアメリカ合衆国マサチューセッツ州で生まれた。父は、ハ

ーバード大学医学部教授だった。1871 年、ハーバード大学、1874 年にハーバード医科大

学卒業後、医師、ハーバード医科大学助手となる。1881 年、辞職後、エドワード・モース

とともに来日した。狩野芳崖、橋本雅邦ら画家を援助し、1898 年に岡倉天心、早川雪舟な

どにより設立された日本美術院を支援した。日本美術の金工、漆工、染織、刀剣甲冑、能

装束などを収集し、没後、その遺言によりボストン美術館に寄付された。法明院の桜井敬

徳師に帰依した。分骨され法明院のフェノロサの横に埋葬された。戒名は大慈院無際月心

居士。 

 

図８．ビゲロー博士の墓 

 

 ビゲロー博士の墓には、次のような英文を刻んだ石碑がある。 

Here and in his native land.America,Lie the ashes of William Sturgis Bigellow,a follower of The 
Buddha.Known in religion as Gesshin Koji, a pupil of Sakurai Ajari,a supporter of Homyo-in, 
a doctor in medicine,a lover and collector of the Fine Arts of Japan,a recipient of the Order of 
the the Rising Sun.His life was distinguished by high thoughts,and good deeds by 
understanding and by the gift of sympathy.He was everywhere beloved and honored most 
by those who knew him best. April 4th, 1850- October 6th, 1926（６）のサイト/lより引用） 

ビゲロー博士の墓には、ジェイムス・ホートン・ウッズ博士の供養塔がある。 

６）のサイト/lによれば、ジェイムス・ホートン・ウッズ博士は宗教学者、ボストンに生

まれた。ハーバード大学でギリシャ哲学を学ぶ。インド哲学研究によりヨーガスートラの

英訳をする。1934 年に天台密教研究のため来日した。法明院の直林敬範大阿闍梨より授戒

する。法名は「円妙院正輝阿蘭若居士」。ヨーガ・スートラ（瑜伽経）はインド哲学の 1

派、ヨーガ学派の根本経典。ウッズ博士は、宗教学者の岸本英夫（1903-1964）の恩師に

なる。岸本は兵庫県に生まれる。東大卒後、ハーバード大学に留学し、ウッズのもとヨー

http://www.kyotofukoh.jp/report1038.html
http://www.kyotofukoh.jp/report1038.html
http://www.kyotofukoh.jp/report1038.html
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ガスートラなどの研究を行う。東大助教授となり、戦後、連合国軍最高司令官総司令部民

間情報教育局の宗教行政顧問を務め、危機に瀕していた神社神道を存続させた。その後東

大教授。なお、ウッズ博士の供養塔の石碑の写真を、文末の図 12 に示す。 

 

（５）開祖義瑞大和尚之塔と法明院からの景勝 

フェノロサの墓の北側に、法明院の歴代住職の墓が並んでいる。僧侶の墓は、特

徴的な卵型をしている。その中で、図９に示す写真のように、開祖（中興）の義瑞

大和尚の塔だけが特別に単独で安置されている。 

 

 

 

桜井敬徳師の銅像とフェノロサの墓とに無事に参ることができたので、法明院の

庭園をじっくり鑑賞した。庭園は三井寺では随一の広さで紅葉も見事だそうである

が、多少荒れた感じがあり、三井寺当局は法明院を見捨てているようである。フェ

ノロサは庭園から見える琵琶湖の風景が特に気に入り、ここに眠ることを希望した

そうである。現在の風景を次ページの図 10 上に示す。現在ではビルが林立してしま

っているが、紅葉の季節になればそれなりの絶景であろう。私が訪問した日には、

庭園の紅葉は未だ始まったばかりであった。その写真を図 10 下に示す。庭園から出

る時に、入園料の 100 円を空箱の中に入れた。 

 

（６）別所駅周辺のグルメ 

 ちょうど昼食の時間になったので、別所駅に帰って食事をしようと思った。別所

駅前には広い道路があり、反対側には大津市役所が広い敷地を占めている。商店街

は、駅側の道路沿いにある。駅前に食堂が３軒あることを、ネットで調べておいた。

しかし、その内２軒は日曜休業だったので、選択肢はなく「とんかつ棹」さんに入

った。（本文は、10 ページに続く。） 

図９．開祖義瑞大和尚之塔 
６）のサイト/lによれば、義瑞性慶

(1656？-1737)は近江に生まれた。6 歳で

三井寺支院・光浄院に入り、8 歳で摩訶

止観を読み説く。16 歳で母親を亡くし出

家する。妙立師に師事した。1701 年、志

賀山寺の方丈浄厨に移り住む。1704 年、

妙宗鈔を講じ光謙の曹釈筆記を斥ける。

1705 年、弁内外二境弁を著して、光謙の

内外二境弁を破す。説法に優れ、1708

年、志賀山近郊で念仏会の勝蓮社を起こ

し一万人余を集めたという。1714 年、内

外境観二百難三巻を著し、霊空の弾拾遺

を斥ける。1723 年に法明院を中興した。

1728 年、霊元法皇は招き浄土の法要を問

う。「近江の名師」と仰がれた。『天台

四教儀直解』など多くを著した。開山堂

に像が安置されている。直筆の額「観空

庵」も所蔵している。 

http://www.kyotofukoh.jp/report1038.html
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図 10．法明院の庭園から見た琵琶湖と庭園の紅葉 
書院と茶室時雨亭の東に、池泉回遊式庭園がある。上段に芝生、わずかな景石を据

え、植栽がある。眼下東に広がる琵琶湖を借景とし、遠景の近江富士(三上山)、伊

吹山、比良山などを一望する。江戸時代前期の作庭という。 
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 図 11 上の写真は、「とんかつ棹」さんの店頭である。私はトンカツが嫌いではな

いので入店すると、席は十席くらいあったがほぼ満席で感じも悪くなかった。当店

のこだわりは「当店の豚肉は熟成肉のみ使用。お肉のうまみが凝縮された一味違う

味をお楽しみください。」だそうで、一番安い普通の「とんかつ定食、850 円」を

注文した（図 11 下を参照）。豚カツもご飯も大変おいしく、量も適当で、隠れた名

店に出会ってハッピーな気分になった。食堂の裏は、直接に石山坂本線になってい

て、時々２両編成の電車が通過するのも楽しかった。 
 次回は、三井寺参詣と力餅の記事を書く予定である。 

 

 
図 11. 別所駅前の「とんかつ棹」 上：店頭、下：とんかつ定食、850 円 
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引用したサイト 
１）のサイト：http://www.shiga-miidera.or.jp/ 
２）のサイト：http://www.shiga-miidera.or.jp/guide/map.htm 
３）のサイト：http://japan-geographic.tv/shiga/otsu-homyoin.html  
４）のサイト：http://japan-geographic.tv/shiga/otsu-homyoin.html  
５）のサイト：http://www.shiga-miidera.or.jp/treasure/garden/03.htm 
６）のサイト： http://www.kyotofukoh.jp/report1038.html 
７）のサイト：http://www4.famille.ne.jp/~okazaki/zenkokuchousa1.htm 

８）のサイト： https://www.youtube.com/watch?v=kz_2nN-bW1I 

 
図 12. ウッズ博士の供養塔の石碑（平成４年建立） 

http://www.shiga-miidera.or.jp/
http://www.shiga-miidera.or.jp/guide/map.htm
http://japan-geographic.tv/shiga/otsu-homyoin.html
http://japan-geographic.tv/shiga/otsu-homyoin.html
http://www.shiga-miidera.or.jp/treasure/garden/03.htm
http://www.kyotofukoh.jp/report1038.html
http://www4.famille.ne.jp/%7Eokazaki/zenkokuchousa1.htm
https://www.youtube.com/watch?v=kz_2nN-bW1I

